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★★文化協会加盟団体紹介！★★

郷土資料館・文化団体紹介

1ソフトバレーボール　火曜日（28日を除く）20：00 ～体育センター

2グラウンドゴルフ体験　火曜日（28 日を除く）9：00 ～あじさい館

3弓道体験　木曜日（30 日を除く）13：30 ～、17：00 ～（要申込）

多目的運動広場

4ターゲットバードゴルフ　第 1・3 金曜日 9：00 ～あじさい館（雨天中止）

5インディアカ体験　水曜日（29日を除く）20：00～体育センター

1スポーツ広場　日曜日 9：30 ～千代田 B ＆ G

2 硬式テニス　日曜日 9：00 ～  第 1 常陸野公園

3ピンポン　土曜日 12：30 ～／ 木曜日 19：00 ～ 千代田 B ＆ G

4 太極拳　水曜日 19：30 ～プルミエールひたち野 2 号館

5ファミリーフットサル　日曜日 15：00 ～ わかぐり運動公園

6よさこいソーラン　日曜日 10：30 ～ 千代田Ｂ＆Ｇ

7 社交ダンス教室　日曜日・木曜日 13：00 ～千代田公民館

8ウオーキング　10 日（金）鶴沼周辺散策

9 子どもスポーツ広場　11 日（土）9：00 ～千代田Ｂ＆Ｇ

　 学校へ行こう　7 日（火）13：00 下稲吉小

12月
ー参加費ー
各日200円
中学生以下100円
会員無料

KSC

エンジョイ

クラブ
☎090-2420-7846問い合

わせ先
高田

☎090-2417-8502問い合
わせ先
大和

な か よ し

クラブ

かすみがうら　スポーツ　カルチャー

表彰・体育団体紹介

ふ
る
さ
と
の
地
名
編

広報誌持参の方は資料館入館無料！！郷土資 料館

長
生
を
願
い
庚
申
様
を
祭
る
地

か
す
み
が
う
ら
市
中
央
部
に「
下
稲

吉
」が
あ
り
ま
す
。「
稲
吉
」と
い
う
地

名
の
始
ま
り
は
、
鎌
倉
時
代
の
土
地

台
帳
で
あ
る『
弘
安
大
田
文
』に
あ
る

「
米
吉（
読
み
不
明
）」の
地
名
が
、
後

に「
稲
吉
」と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。「
稲
吉
」は
、
戦
国
時

代
の
終
り
頃
に
下
稲
吉
と
上
稲
吉
に

分
割
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

下
稲
吉
に
は
、「
庚
申
塚
」と
い

う
小
字
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に
は

以
前
小
さ
な
塚
が
あ
り
、
庚
申
様
が

お
祭
り
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
庚
申
様
は
現
在
、
下
稲
吉

成じ
ょ
う
じ
ゅ
い
ん

就
院
境
内
に
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

庚
申
は
、
60
日
に
一
度
く
る
庚
申

の
日
の
徹

て
っ
し
ょ
う宵

行
事
を
い
い
ま
す
。
徹

夜
を
す
る
訳
は
、
三さ

ん
し尸

と
い
う
も
の

が
人
間
の
腹
の
中
に
い
て
、
庚
申
の

夜
、
人
が
眠
る
と
体
内
か
ら
抜
け
出

し
て
天
帝
に
そ
の
人
の
日
ご
ろ
の
罪

過
を
告
げ
に
い
き
、
す
る
と
天
帝
は

人
を
早
死
に
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
長

生
を
願
う
な
ら
眠
ら
ず
に
起
き
て
い

よ
、
と
い
う
中
国
の
道
教
の
教
え
に

よ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
行
事
は
す
で
に
平
安
時
代

初
期
に
貴
族
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お

り
、
一
般
民
衆
に
広
ま
る
の
は
室
町

時
代
後
半
期
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

庚
申
の
祭
神
は
青

し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

面
金
剛（
仏
教
）、

猿さ
る
た
ひ
こ

田
彦（
神
道
）だ
と
説
か
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
軸
を
垂
ら

し
、
般
若
心
経
や
庚
申
真
言

な
ど
の
お
勤
め
を
済
ま
せ
た

後
、
共
同
飲
食
し
な
が
ら
雑

談
で
時
を
過
ご
す
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

る
行
事
で
し
た
。

データ

「下稲吉」は、現在も大字
として使用されている。
徳川期、陸前浜街道の宿
場で、本陣・問屋場・旅宿
がならびにぎわった。

下
し

も

い

な

よ

し

稲
吉

　

  

庚こ

う

し

ん

づ

か

申
塚

庚申塚に祭られた青面金剛像
（文化12年）

かすみがうら市少林寺拳法協会

　少林寺拳法は、1947 年、敗戦による混乱の最中、

開祖・宗
そうどうしん

道臣が独自の拳法で「自己確立」と「自他共

楽」の教えを説いたのが始まりです。

　市の協会では、約 120 人余りの拳士が活動してお

り、年々数も増加傾向にあります。創始者の教えに基

づき、心身の錬磨を通して、勇気と正義感、行動力、

優しさと思いやりの心の養成、生涯学習などを目的と

して、幼児から高年齢の男女まで日々修練に励んでい

ます。また、地域愛、郷土愛を育む地域教育の一環と

して、清掃奉仕活動や指導者育成講習、講話などを盛

り込んだ大会なども開催しています。

◆茨城出島道院　　小松崎忠雄　☎ 029-828-1055

◆茨城千代田道院　斉藤雅之　　☎ 029-833-1922

★★体育協会加盟団体紹介！★★

文化協会祭で展示 心身共に錬磨に励む会員

10

紫陽花俳句会

　私たち「紫陽花俳句会」は、講師に大橋俊彦先生

を迎え、会員 10 名で月 1 回（第２日曜日）午後 1 時

から午後 4 時まで、あじさい館で句会を行っていま

す。先生の指導は勿論ですが、自分たちの一番感動

した句について思いを語るなど、和気合い合い楽し

く活動しています。

　俳句は、毎日の生活の中で、感動したことや発見

したことなどを 5・7・5の 17 文字で表現する楽しい

思い出や記録づくりです。

　ぜひ、皆様のご参加をお待ちしています。

◆福田宏通（加茂）☎ 029-897-0228俳
句

大
屋
根
の
拝
む
が
ご
と
し
初
紅
葉	

榊
原
清
志	

（
稲　

吉
）

丹
念
に
捥も

ぎ
取
る
梨
の
重
た
か
り	

萩
原
初
枝	

（
上
土
田
）

大お
お
へ
ち
ま

糸
瓜
水
面
見
た
く
て
揺
れ
て
を
り	

飯
沼
礼
子	

（
上
土
田
）

鬼
太
郎
も
仲
間
の
ひ
と
り
案か

か

し
山
子
立
つ	

成
島
利
男	

（
下
稲
吉
）

栗
拾
う
子
等
の
は
し
ゃ
ぎ
て
夕
暮
る
る	

久
保
庭
悦
子	

（
深　

谷
）

山
国
に
火
色
の
す
だ
れ
つ
る
し
柿	

車
田
き
み	

（
大
和
田
）

青
空
に
甘
さ
を
増
し
た
柿
の
色	

鈴
木
き
し	

（
深　

谷
）

よ
ろ
め
き
て
蜂
の
這は

い
出
す
小
春
の
日	

萩
原
と
し
子	

（
南
根
本
）

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち

の
体
験
活
動
を
支
援

　

佐
賀
地
区
公
民
館
は
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
、
第
63
回
優
良

公
民
館
に
選
定
さ
れ
、
文

部
科
学
大
臣
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

同
公
民
館
は
、
団
体
・

協
力
者
と
連
携
を
図
り
、

地
域
の
史
跡
を
歩
く
会
な

ど
、
事
業
に
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
地

域
産
業
体
験
事
業
は
、
地

域
で
将
来
を
担
う
後
継
者
を
育

て
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
す
。

昨
年
度
は
、
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
農

家
や
漁
師
さ
ん
が
講
師
と
な

り
、
佐
賀
小
学
校
の
児
童
に
仕

事
の
苦
労
や
楽
し
さ
を
教
え
た

り
、
作
業
を
体
験
さ
せ
た
り
す

る
こ
と
で
、
世
代
間
交
流
や
住

民
連
帯
意
識
の
形
成
に
も
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ワ
カ
サ
ギ
の
人

工
孵
化
で
は
、
環
境
や
命
の
大

切
さ
を
学
び
、
漁
師
さ
ん
の
指

導
の
元
、
小
学
校
の
水
槽
で
卵

を
見
事
孵
化
さ
せ
、
霞
ヶ
浦
に

稚
魚
を
返
し
ま
し
た
。
今
年
も
、

坐
禅
や
さ
つ
ま
い
も
栽
培
を
勉

強
、
ス
ウ
ィ
ー
ト
ポ
テ
ト
作
り

な
ど
を
し
て
、
よ
り
深
く
知
る

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
に
対

す
る
誇
り
と
愛
着
心
を
も
っ
て

も
ら
い
た
い
と
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動

を
支
え
て
い
ま
す
。

「佐賀地区公民館」が文部科学大臣賞を受賞

地元漁師からワカサギの人工受精を教わる子どもたち

佐賀地区公民館を代表し表彰式に出席
した鈴木信義館長（10月2日　霞ヶ関）


